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令
和
７
年
度
臨
時
議
員
総
会
が
10

月
31
日
（
金
）
に
サ
ン
パ
レ
ス
み
た

け
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
総
会
は
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
を
行
う
も
の
で
、
新
役
員
に

４
名
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
出

席
議
員
数
は
64
名
（
内
委
任
状
出
席

が
36
名
）。

　

議
長
に
は
金
澤
善
一
氏
を
選
出
。
提

出
議
案
に
つ
い
て
は
全
議
案
が
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
会
頭
に
和
賀
幸

雄
氏
、
副
会
頭
に
は
髙
久
臣
平
氏
と

上
野
悦
子
氏
が
再
任
さ
れ
た
ほ
か
、

副
会
頭
を
３
期
（
９
年
）
務
め
た
富

谷
栄
助
氏
が
退
任
し
、
新
た
に
小
田

原
豊
博
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
議

事
終
了
後
、
副
会
頭
に
新
任
さ
れ
た

小
田
原
氏
よ
り
「
副
会
頭
就
任
に
あ

た
り
、
富
谷
前
副
会
頭
よ
り
商
業
部

会
の
代
表
と
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
と
暖
か
い
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
言
葉
を
励
み
と
し
、和
賀
会
頭
、

そ
し
て
髙
久
副
会
頭
、
上
野
副
会
頭

よ
り
ご
指
導
い
た
だ
き
、
少
し
で
も

地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る

よ
う
精
一
杯
頑
張
り
た
い
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

※
新
三
役
は
次
の
と
お
り

【
会
頭
】

　
和
　
賀
　
幸
　
雄
　
氏
＝
再
任

㈱
和
賀
組 

代
表
取
締
役

【
副
会
頭
】

　
髙
　
久
　
臣
　
平
　
氏
＝
再
任

　
　
　
　
　
㈱
丸
臣
髙
久
建
設

 

代
表
取
締
役
社
長

　
上
　
野
　
悦
　
子
　
氏
＝
再
任

　
　
　
　
　
㈱
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｅ

 

取
締
役
総
務
部
長

　
小
田
原
　
豊
　
博
　
氏
＝
新
任

　
　
　
　
　
㈱
日
敷
　

代
表
取
締
役
社
長

【
専
務
理
事
】

　
佐
　
藤
　
　
　
司
　
氏
＝
再
任

※
役
員
任
期

　
　
　

令
和
７
年
11
月
１
日
か
ら

　
　
　

令
和
10
年
10
月
31
日
ま
で

　
総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
は

じ
め
に
和
賀
会
頭
か
ら
「
９
年
間
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
富
谷
副
会

頭
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
新
た
に
後

任
の
副
会
頭
と
し
て
㈱
日
敷
の
小
田

原
豊
博
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
再
任
の

髙
久
副
会
頭
、
上
野
副
会
頭
、
佐
藤

専
務
共
々
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
常
議
員
で
は
副
会
頭
も

歴
任
さ
れ
ま
し
た
前
田
貞
一
さ
ん
が

退
任
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
本
当
に

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。
新
た
な

体
制
で
こ
れ
か
ら
３
年
間
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
、
佐
藤

一
夫
湯
沢
市
長
、
高
橋
健
秋
田
県
議

会
議
員
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
、
高
橋

肇
湯
沢
市
議
会
議
長
の
乾
杯
の
発
声

で
開
宴
。
新
任
期
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

り
、
参
加
者
は
情
報
交
換
を
す
る
な

ど
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
懇

親
を
深
め
ま
し
た
。

※
湯
沢
商
工
会
議
所
の
新
役
員
と
新

議
員
は
３
～
４
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

お
り
ま
す
。

臨

時

議

員

総

会
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
会
頭
に
和
賀
幸
雄
氏
を
再
任
～

役員選任について行われた慎重なる審議

新たに副会頭に選任された
小田原豊博氏

役
員
を
退
任
さ
れ
た
方
々

○
前

　
田

　
貞

　
一

　
氏

　
　
・
常
議
員
（
通
算
18
年
）

　
　
・
副
会
頭
（
９
年
）

○
高

　
橋

　
弘

　
隆

　
氏

　
　
・
常
議
員
（
21
年
）

○
柴

　
田

　
為

　
英

　
氏

　
　
・
常
議
員
（
６
年
）

○
石
　
川
　
博
　
高
　
氏

　
　
・
常
議
員
（
６
年
）

○
古
　
市

　
悠
　
氏

　
　
・
監
事
　
　（
１
年
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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新
役
員
・
議
員
の
紹
介

湯
沢
商
工
会
議
所

令
和
七
年
十
一
月
一
日
～

令
和
十
年
十
月
三
十
一
日

任
期

常

議

員
富谷　栄助

㈱とみや
　代表取締役社長

高橋　隆太
㈱髙田屋

代表取締役副社長 COO

清水川　隆
㈲創建築設計事務所

代表取締役

小川　一太郎
小川忠太郎商店

代表

金澤　善一
㈱金澤商店
代表取締役

佐々木　明子
㈱ささき

代表取締役会長

鈴木　又五郎
㈱鈴木又五郎商店
代表取締役社長

伊藤 壽々雄
　㈲花伝伊藤伝作商店

代表取締役

監

事

岩崎　博充
秋田県醗酵工業㈱
代表取締役社長

高橋　信雄
㈱丸大工機商会
代表取締役社長

高橋　清幸
姉崎商運㈱
代表取締役

松田　圭司
㈱丸栄建設
代表取締役

山脇　幹
㈱山脇組

代表取締役

藤田　健志
藤田魚屋
代表

後藤　弘毅
㈱　　湯沢水産地方卸売市場

代表取締役社長

高橋　正明
湯沢開発㈱
代表取締役

金澤　正樹
㈲中央市場

代表取締役社長

石川　耿一
㈲石孫本店
取締役

堀川　俊明
㈱白光社

代表取締役

京野　學
秋田銘醸㈱
代表取締役

松井　靖
㈲松井木工
代表取締役

岩野　豪
岩野設備工業㈱
代表取締役

岩井川真紀子
アクサ生命保険㈱

採用育成マネージャー

新
た
に
選
任
さ
れ
た
常
議
員
・
監
事
の
方
々

【
常
議
員
】

　
高
橋
信
雄
氏 

　
　（
㈱
丸
大
工
機
商
会
）

　
佐
々
木
明
子
氏 

　（
㈱
さ
さ
き
）

　
高
橋
隆
太
氏  

　
　（
㈱
髙
田
屋
）

　
岩
井
川
真
紀
子
氏
（
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
）

【
監
事
】

　
畠
山
研
二
氏

　
　（
Ｏ
ｒ
ｂ
ｒ
ａ
ｙ
㈱
）

和賀　幸雄
㈱和賀組

代表取締役
佐藤　司

専務理事 副会頭 会頭

上野　悦子
㈱ＴＡＫＡＳＥ
取締役総務部長

小田原　豊博
㈱日敷

代表取締役社長

髙久　臣平
㈱丸臣髙久建設
代表取締役社長

畠山　研二
Orbray ㈱湯沢工場

工場長

岡田　一
㈱オカダエンジニアリング

代表取締役

阿部　誠一
（資）財務会計阿部事務所

無限責任社員
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議
　

員

佐藤　浩志
㈱花よし植物園
代表取締役

柴田　為英
㈱やまだアグリサービス

代表取締役

小田原　正典
小田原畳本店

代表

冨田　隆幸
㈱ＴＳＵＮＡＧＵ
代表取締役社長

山内　圭
㈱水工社

代表取締役

髙橋　雄輝
㈲レンタカーこまち

代表取締役

菊地　寛樹
(同 )トマトクリエイション

代表社員

久家　美由紀
㈱湯沢バンケットサービス

代表取締役

小川　祐三
（資）福冨
代表社員

松江　大輔
㈲松江塗装
代表取締役

前田　知志
湯沢地熱㈱
取締役社長

石山　直
㈱湯沢生コン
代表取締役

大山　幸太郎
大山司法書士事務所

代表

寺田　純二
（資）寺田印刷

専務

石田　　潤
㈱双葉商会
専務取締役

加藤　房彦
㈱湯沢タクシー
代表取締役

伊藤　康朗
両関酒造㈱
代表取締役

和賀　一晟
㈱和賀組

専務取締役

前田　貞一
㈲前田商店
代表取締役

松田　悦子
㈱松田

代表取締役社長

髙橋　克也
高橋産業㈱
代表取締役

田中　克己
㈲田中経営管理センター

代表取締役

小原　新治
㈱湯沢温泉
代表取締役

大橋　靖広
㈱グランドシステム

代表取締役

五十嵐　誠
柴田工事調査㈱
代表取締役

宮原　育郎
住まいル不動産

代表

米山　忠行
㈱木村酒造

代表取締役社長

武田　主税
㈱協同企画

取締役総支配人

伊藤　稔
㈲環清工業
代表取締役

最上　育栄
㈲エスエム商会
取締役専務

近江　佳弘
㈱近江電設
代表取締役

柴田　耕
㈱田村組

代表取締役

瀬川　卓臣
㈱辨天技建
代表取締役

山内　雄司
㈱山内儀助商店
代表取締役

平田　潤
秋田エプソン㈱
代表取締役社長

３
号
議
員

大野　雅広
（資）大野タイヤ商会

代表社員

橘　学
㈲かめやクリーニング

代表取締役

風巻　穣
秋田木工㈱
代表取締役

　代表取締役

　高橋　一俊
㈱ロイヤルパソコンシステム

松田　一彦
アークトゥリー松田計画

代表

２
号
議
員

阿部　和夫
㈱阿部佛檀店
代表取締役

１
号
議
員

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　
お
願
い
致
し
ま
す
。
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純 良 焼 酎

（新光）

当所のうごき

10/18
　（土）

　秋田県商工会議所青年部連合会（以下「県青連」、

主管：能代ＹＥＧ 秋元秀太郎会長）による第３

回交流野球大会が、当市の雄勝野球場にて開催さ

れました。本大会はスポーツを通じて会員同士の

親睦を深め、県青連の一体感と今後の活動の活性

化を図ることを目的として、毎年開催されていま

す。当日は県内各単会より約 60 名、計５チーム

が出場。熱戦の末、優勝は大館ＹＥＧが勝ち取り、

湯沢ＹＥＧも１勝１敗で第３位と健闘しました。

本大会では各単会のチームワークが一層深まり、

県青連全体の士気高揚にもつながる有意義な交流

事業となりました。※ＹＥＧとは商工会議所青年部の略称

交流野球大会開催！
　　　　秋田県商工会議所青年部連合会　　　　

　起業・独立を目指す方を対象とした「起業創業

塾」が当所会議室で開催され、創業予定者５名が

参加しました。講師には昨年に引き続き、トータ

ルサポートスクールリード学舎代表の阿部浩美氏

を迎え、４日間にわたり講義が行われました。カ

リキュラムは「令和の創業・デジタル時代の起業

とは」「お客様の心をつかむビジネスを創る」「安

定した経営のためのお金の考え方」「創業後の成

功戦略と持続可能な経営に向けて」の４テーマで

構成され、起業に必要な知識と実践力を幅広く学

びました。最終日には財務計画の立案や事業計画

書の作成にも取り組み、修了者には修了証書が授

与されました。

湯沢商工会議所主催「起業創業塾」

令和の起業に向けた学びの場

阿
部
講
師
の
講
義
を

熱
心
に
聴
講

10/6
（月）

10/4
（土）

　10 月１日 ( 水 ) から開催されている秋の「ベス

トウイズクラブ (ＢＷＣ )キャンペーン」の進発式

が当所和賀会頭をはじめ、職員、アクサ生命保険推

進員が参加し行われました。当所では商工会議所福

利厚生制度の普及・推進を図る目的で、春と秋の年

２回キャンペーンを実施しています。式ではアクサ

生命保険㈱ 菅原政彦秋田支社長、喜代濱和幸横手

営業所長から目標や具体的な施策等について説明が

あり、最後に当所富谷副会頭（当時）による“頑張

ろう”三唱コールで職員、推進員一同、目標達成に

向かっての士気を高めました。

　今回のキャンペーン期間は 10 月１日 ( 水 ) ～ 11

月 28 日 ( 金 ) となっており、当所独自の生命共済

制度「犬っこ共済」への加入も推進して参ります。

ＢＷＣキャンペーン進発式
目標に向かって一致団結

“
頑
張
ろ
う
”

　
　
コ
ー
ル
で

　
　
　
　
士
気
向
上

　今年で第 12 回となる標記競技会が湯沢市役所

１階市民ロビーを会場に開催され、県内外の中高

生ら計 65 名、20 チームが参加し、プログラミン

グの技術や設計力を競いました。

　本競技会は、地上約４ｍに吊るされた模型「宇

宙ステーション」に、レゴ教材を使って製作した

ロボット「宇宙エレベーター」を使って、地上か

らステーションにピンポン玉を運ぶミッションを

行い、ポイントを競うものです。

　今回は横手清陵学院高等学校のチームが優勝の

栄冠を手にし、他４チームが全国大会の切符を手

にしました。

第 12 回宇宙エレベーターロボット
　　　　　　　　　競技会東北大会

プログラミング技術を競う

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

昇
る
ロ
ボ
ッ
ト

湯
沢
Ｙ
Ｅ
Ｇ
岩
野
会
長

挨
拶

松
江
監
事
、

　
　
　
打
席
に
立
つ
！

10/11
（土）他
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第
37
回
会
員
大
会
が
10
月
16
日

(

木)

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
会
員
ら
約
１
２
０
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
合
同
会
社
Ｒ
Ｒ

Ｐ
代
表
社
員 

矢
部
智
仁
氏
を
講

師
に
迎
え
「
自
ら
つ
く
る
。
公
民

連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
題

し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
矢
部
氏
は
、
大
手
不
動
産
会
社

や
建
設
会
社
の
販
促
支
援
や
動
向

調
査
な
ど
に
携
わ
っ
た
経
験
を
活

か
し
、
国
土
交
通
省
等
の
委
員
を

歴
任
さ
れ
た
ほ
か
、
現
在
は
行
政

機
関
の
公
民
連
携
施
策
関
連
の
委

員
や
事
業
検
討
支
援
、
建
設
・
不

動
産
会
社
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業

(

※
１
）

の
導
入
支
援
な
ど
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
講
演
で
は「
人
口
構
造
の
変
化
、

地
方
財
政
の
硬
直
化
、
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
な
ど
の
深
刻
な
社
会
課

題
に
直
面
す
る
現
代
、
税
金
を
財

源
と
し
行
政
が
単
独
で
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
従
来
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
モ
デ
ル
は
限
界
に
達
し
て
い

る
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
行
政

が
サ
ー
ビ
ス
供
給
者
か
ら
民
間
の

能
力
を
引
き
出
す
管
理
者
へ
と
役

割
を
変
え
、
民
間
企
業
や
市
民
が

主
体
的
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い

手
に
な
る
と
い
う
考
え
方
へ
の
転

換
が
必
要
。
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
本
質
は
、

単
な
る
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
で
は

な
く
、
民
間
が
持
つ
知
見
、
資
金
、

ア
イ
デ
ア
、
人
材
を
最
大
限
に
活

用
し
、
地
域
に
と
っ
て
よ
り
質
の

高
い
新
た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
創

出
す
る
こ
と
」
と
述
べ
、
他
市
の

成
功
事
例
を
挙
げ
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
第
二
部
の
会
員
大
会
で
は
は
じ

め
に
、
事
業
所
に
永
く
勤
務
さ
れ

て
い
る
方
や
事
業
に
多
大
な
る
貢

献
・
活
躍
を
さ
れ
た
従
業
員
の

方
々
を
称
え
る
「
会
員
企
業
従
業

者
表
彰
式
」
が
執
り
行
わ
れ
、
７

事
業
所
11
名
の
方
々
が
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。被
表
彰
者
を
代
表
し
、

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
を
受

賞
し
た
ヤ
マ
ニ
石
油
㈱
の
藤
原
功

さ
ん
が
「
今
回
の
受
賞
は
、
社
長

を
は
じ
め
こ
れ
ま
で
指
導
し
支
え

て
く
れ
た
周
り
の
皆
さ
ま
の
お
か

げ
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

39
年
の
長
き
に
わ
た
り
ヤ
マ
ニ
石

油
㈱
と
共
に
人
生
を
歩
ん
で
き
た

な
か
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
、
東
日
本
大
震
災
の
際
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
未
曽
有
の

長
蛇
の
列
が
で
き
た
な
か
、
警

察
、
消
防
、
病
院
、
上
水
道
関
係

な
ど
へ
責
任
を
持
っ
て
燃
料
を
納

入
し
、
難
局
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
。
日
頃
か
ら
の
信

頼
関
係
の
大
切
さ
を
痛
感
し
、
そ

れ
が
現
在
の
仕
事
の
原
点
に
な
っ

て
い
ま
す
。
本
日
表
彰
を
受
け
ら

れ
た
各
企
業
の
皆
さ
ま
、
こ
の
喜

び
を
胸
に
こ
れ
か
ら
も
会
社
発
展

の
た
め
に
一
層
努
力
し
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
挨
拶
し
た
和
賀
幸
雄
会
頭

は
第
一
部
の
矢
部
氏
の
講
演
に
触

れ
「
湯
沢
市
で
初
め
て
実
施
さ
れ

る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業(

※
２
）
は
、
企

画
・
設
計
段
階
か
ら
官
民
が
議
論

を
重
ね
る
こ
と
で
、
従
来
の
公
共

事
業
よ
り
質
の
高
い
も
の
が
生
ま

れ
る
。
小
規
模
な
公
民
連
携
（
ス

モ
ー
ル
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
に
も

応
用
可
能
で
あ
り
、
会
員
企
業
の

ア
イ
デ
ア
で
地
域
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
」
と

語
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
地
域
間
連

携
や
新
産
業
創
出
の
可
能
性
へ
の

期
待
と
、
東
北
中
央
自
動
車
道
の

全
線
供
用
開
始
の
早
期
実
現
に
向

け
た
要
望
活
動
に
つ
い
て
述
べ
ま

し
た
。

　
次
に
阿
部
和
夫
総
務
委
員
長
よ

り
大
会
宣
言
案
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
16
項
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
提

案
し
ま
し
た
。

第
37
回
会
員
大
会

『
会
員
事
業
所
の
活
性
化
と
活
力
あ
る
地
域
を

次
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
』

※
１
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
は
、
行
政(Public)

と
民
間

　
　
（Private

）
が
連
携
（Partnership

）

　
　し
て
、
公
共
施
設
の
建
設
、
維
持
管
理
、

　
　運
営
な
ど
を
行
う
事
業
の
こ
と
。
民
間

　
　の
創
意
工
夫
等
を
活
用
し
、
財
政
資
金

　
　の
効
率
的
使
用
や
行
政
の
効
率
化
等
を

　
　図
る
。

※
２
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
、
公
共
施
設
の
建
設
、
維

　
　持
管
理
、
運
営
な
ど
に
民
間
の
資
金
や

　
　技
術
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
手

　
　法
の
こ
と
。

被表彰者代表挨拶
ヤマニ石油㈱藤原　功さん

地方の課題解決策を説く
矢部講師
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１
．
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
推
進

　
　
並
び
に
組
織
力
強
化

・
会
員
企
業
の
経
営
基
盤
強
化
に

　
向
け
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

・
伴
走
型
支
援
体
制
強
化
に
よ
る

　
生
産
性
向
上
と
経
営
安
定
、
経

　
営
発
達
の
推
進
　
な
ど

２
．
地
域
産
業
・
観
光
対
策
事
業

　
　
の
推
進

・
創
業
、
起
業
の
促
進
と
地
域
産

　
業
を
担
う
人
材
育
成
の
推
進

・
通
年
型
観
光
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

　
観
光
促
進
に
向
け
た
環
境
整
備

　
の
推
進
　
な
ど

３
．
高
速
交
通
及
び
社
会
資
本
整

　
　
備
の
推
進

・
東
北
中
央
自
動
車
道
の
一
刻
も

　
早
い
全
線
供
用
の
実
現

・
雇
用
創
出
の
た
め
の
第
二
工
業

　
団
地
の
整
備
促
進

　
な
ど

４
．
中
心
市
街
地
活
性
化
の
推
進

・
湯
沢
駅
周
辺
複
合
施
設
整
備
事

　
業
へ
の
積
極
的
な
参
画

・
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出

　
に
向
け
た
空
き
店
舗
有
効
活
用

　
の
支
援
　
な
ど

和
賀
会
頭
が
大
会
宣
言
案
を
出
席

者
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
一
覧

功
労
従
業
員

　
藤
原
　
　
功
　（
ヤ
マ
ニ
石
油
㈱
）

永
年
勤
続
優
良
従
業
員

　　
蛭
川

　
　
仁

　（
㈱
和

賀

組
）

　
大
庭

　
重
光

　（
㈱
グ
ラ
ン
ド
シ
ス
テ
ム

）

　
仙
道
布
美
子

　（
秋
田
木
工
㈱
）

　
佐
藤

　
悠
平

　（
秋
田
木
工
㈱
）

　
最
上
由
貴
子

　（
㈲
エ
ス
エ
ム
商
会

）

　
髙
橋
　
豊
紀
　（
㈱
髙

田

屋
）

　
渡
部
　
太
一
　（
㈱
協
同
企
画
）

　
阿
部
　
朋
之
　（
㈱
協
同
企
画
）

　
最
上
　
　
啓
　（
㈱
協
同
企
画
）

　
木
村
　
健
一
　（
㈱
協
同
企
画
）

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

大会宣言案を読み上げる
阿部総務委員長

会
員
企
業

　
従
業
者
表
彰

※
業
務
上
顕
著
な
貢
献
を
し
、他
の
模
範
で

　
あ
り
事
業
主
が
推
薦
す
る
方
。

※
同
一
事
業
所
に
お
い
て
15
年
以
上
の
勤

　
務
者
で
事
業
主
が
推
薦
す
る
方
。

従
業
者
表
彰
受
章

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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当所行事予定

（令和 7年 11 月 16 日～ 12 月 15 日）

会員 1,044 事業所／特別会員 30 事業所

　11月 16日（日） 日商簿記検定
9：00 ～　湯沢商工会議所

　 19日（水） 常議員会
12：00 ～　湯沢商工会議所

　 25日（火） ＤＸ売上ＵＰセミナー
13：30 ～　湯沢商工会議所

　12月 1日（月） 定例三役会議
10：00 ～　湯沢商工会議所

　 2日（火） 融資制度個別相談会
10：30 ～　湯沢商工会議所

　 9日（火） 業務効率化セミナー
13：30 ～　湯沢商工会議所

　 12日（金） 常議員会
12：00 ～　湯沢商工会議所

新会員のご紹介

　　　　　　　　　令和 7年 10 月 16 日　常議員会承認

車の磨き屋　セルサス

沼　田　　　淳

湯沢市大島町 6-1

車コーティング・磨き 他

小規模事業者経営改善資金

マル経融資
　○無担保・無保証人で最大 2,000 万円の融資
　○運転資金７年以内、設備資金 10 年以内
　○年利率　２.００％（令和７年 11 月１日現在）

　　　※当所の審査会を経て、日本政策金融公庫が

　　　　　　融資を行う国の制度です。

　　　　※詳細は当所 (☎ 73-6111) まで

　　　　お問合せ下さい。

　●キャッシュレス対応による経営力強化と生成ＡＩを

　　活用した業務効率化セミナー

　　　　日時：令和 7年 12月９日（火）

　　　　　　　午後 1時 30 分～午後 3時 30 分

　　　　講師：杉山 貴思 氏（ＡＩプロデューサー）

－セミナーのご案内－
当所ＨＰからいつでも・どこでも・好きなだけ視
聴可能です。ＨＰ内の上記バナーをクリックまた
はＱＲコードからお進みください。　
　　(ＩＤ：k1036　ＰＷ：6111)

「湯沢市プレミアム付商品券」
事業終了のお知らせ

　令和７年３月より実施してまいりました「湯
沢市プレミアム付商品券」事業は、取扱加盟店
の皆様のご協力により、所定の期間をもって無
事に終了いたしました。
　期間中は多大なるご支援とご協力を賜り、誠
にありがとうございました。

○発行総額　350,000,000 円
○販 売 額　302,080,000 円
○換 金 額　300,896,000 円
○換 金 率　99.61％
○使用期間　令和７年５月 15 日～８月 31 日

湯沢市商品券事業協議会事務局

　●バトンタッチはどうする？

　　後継者育成のポイントセミナー

　　　　日時：令和 7年 12月 23日（火）

　　　　　　　午後 1時 30 分～午後 4時 30 分

　　　　講師：佐瀨 道則 氏（中小企業診断士）

  　※場所はいずれも湯沢商工会議所会館です。

  　※詳細は同封チラシをご確認ください。

　　【お問い合わせ先】

　　　湯沢商工会議所　☎ 73-6111


